




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1951 首都建設法 4．９５ 
1956 都市公園法 6.00 
1968 東京都中期計画6８ 3．００ 1985 都市改造
1974 東京都中期計画7４ 5.00 1980 生活環境・緑の回復
1976 東京都行財政３カ年計画 5.00 1980 環境保存・緑の回復保存
1982 東京都長期計画 6.00 2000 都市と自然の共生
1986 第二次東京都長期計画 6.00 2000 快適でうるおいのある都市
1990 第三次東京都長期i'十画 ６００ 2000 都市機能と潤いの融合











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































区分 －５４ 55-64 65-74 75-84 85-94 95-97 合計
八王子市 ９ ６ 5１ 100 146 138 450 
立川市 ３ ５ 1２ ７ ９ ４ 4０ 
武蔵野市 ４ ４ ９ 4８ 1９ ２ 8６ 
三鷹市 １ ４ 1４ 1５ ２ 3６ 
青梅市 ３ 2１ 2２ 1２ 1１ 6９ 
府中市 ４ 4３ 7３ 6４ 1２ 196 
昭島市 １ 1２ ４ 1４ ６ １ 3８ 
調布市 ３ 3０ ・６６ 1８ 1６ 133 
田町市 3７ ８ ８ 203 4７ 375 
小金井市 １ １ ２ ２ ６ 
小平市 4６ 7２ 6７ 2８ 213 
日野市 3０ 7４ 1８ ２ 124 
東村山市 １ ３ ７ ５ 1６ 
国分寺市 ３ ２ ３ ８ 
国立市 1４ 1 １ 1６ 
田無市 ９ １ 1０ 
保谷市 ２ ６ ７ 1２ 2７ 
福生市 １ ２ 1３ ８ １７ ４ 4５ 
狛江市 １ ３ ９ ４ １ 1８ 
東大和市 1２ 3４ 1１ １ 5８ 
清瀬市 １ ２ １ ４ 
東久留米市 1６ 3４ 2７ 1２ 8９ 
武蔵村山市 ８ ５ ２ １ 1６ 
多摩市 1８ 8６ 6３ ６ 173 
稲城市 ５ 2３ 1９ ６ 5３ 
あきる野市 ９ 1３ ２ 2４ 
羽村市 1２ 2４ 1４ ５ 5５ 
瑞穂町 ４ 1９ 2０ ２ ４５ 
日の出町 1０ ３ １ １４ 
大島町 １ １ 
新島村 1 ３ ４ 
八丈町 ２ ２ 
小笠原村 ２ ２ ４ 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































千代田区 11.64 36,054 3,097 2３ 2５ ５ 5３ 14.63 47.23 
中央 1ｑｌ５ 74,444 7,334 5１ 4３ ２ 9６ 5．５４ 7．５６ 
港区 20.34 160,487 7,890 3９ 6５ ２ 106 6．３９ 8.1 
新宿 18.23 286,580 15,720 169 １ ３ 173 6．３２ 4．０２ 
文京区 11.31 176,239 １５，５８３ 3８ 6７ ２ 107 4．５９ 2．９５ 
台東区 10.08 157,913 15,666 5０ 2４ 7４ 7．４１ 4．７３ 
墨田区 13.75 216,754 15,764 141 ２ 143 5.12 3．２５ 
江東区 39.44 378,691 9,602 153 1０１ 2０ 274 9．６９ 10.09 
品Ill区 22.72 324,246 141271 129 8８ ６ 223 5．５１ 3．８６ 
目黒区 14.7 251,063 17,079 6１ 5２ 113 2．８７ 1．６８ 
大田区 59.46 651,092 101950 466 ６１ ３ 530 4.01 3．６６ 
世田谷区 58.08 813,584 14Ⅱ００８ 301 132 1４ 447 4．４４ 3．１７ 
渋谷区 15.11 197,269 130056 108 １ 109 10.72 8．２１ 
中野区 15.59 309,182 19,832 154 1８ ４ 176 2.1 1０６ 
杉並区 34.02 5210587 15,332 235 5８ ２ 295 2．６９ Ｌ７５ 
豊島区 13.01 2481938 19,134 5８ 9４ 152 1．３１ 0６８ 
北区 20.59 325,245 15,796 7４ 9２ ７ 173 4．２３ ２６８ 
荒川区 10.2 1８１１５８８ 17,803 3１ 6８ １ 100 2．６６ Ｌ４９ 
板橋区 32.17 513,667 15,967 322 ４ 1１ 337 5．５２ 3．４５ 
練馬区 48.16 658,830 13,680 324 203 ７ 534 3．７４ ２７４ 
足立区 5ａ２ 617,158 11,601 305 145 ９ 459 5．２４ 4．５２ 
葛飾区 34.84 421,930 12,111 115 173 1０ 298 4．４７ 3．６９ 
江戸川区 49.86 624,996 12,475 144 243 1８ 405 1４３ 11.47 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ｊｊｊｊ １２３４ Ｉくくく 行政と民間の連挽による綴の地域づくり公共頓巣の爽施の各段階におけるiilの保全と創出それぞれの鯛にふさわしい縄の砿保自然のシステムを踏まえた緑づくり
Hosei University Repository
ラ
ン
二
○
○
○
」
は
、
そ
の
目
標
を
「
施
策
の
基
本
的
方
向
と
整
備
目
標
量
に
加
え
、
施
策
実
施
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
具
体
的
に
掲げることにより、それぞれの施設の設置・管理者の共通の認識と目的のもとに各施設、各事業における緑の保全、
（師）
創出を総合的かつ横断的に図ること」としている。
そのうえ、緑の政策大綱および大綱策定後の状況を踏まえ、その基本的方向として、①緑の保全と創出による自然
と
の
共
生
、
②
緑
豊
か
で
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
快
適
な
環
境
の
創
出
、
美
し
い
景
観
の
形
成
、
③
安
全
で
安
心
で
き
る
緑
の
ま
ち
づ
く
り
・
国
土
づ
く
り
の
推
進
、
④
緑
を
活
用
し
た
多
様
な
余
暇
空
間
づ
く
り
の
推
進
、
⑤
市
民
の
参
加
、
協
力
に
よ
る
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
五
つ
の
施
策
が
示
さ
れ
た
。
他
方
、
都
市
公
園
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
は
従
来
に
増
し
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
反
映
し
、
大
き
く
四
つ
の
目
的
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
四
つ
と
は
、
①
安
全
で
安
心
で
き
る
都
市
づ
く
り
へ
の
対
応
、
②
長
寿
・
福
祉
社
会
へ
の
対
応
、
③
都
市
環
境
の
保
全
・
改
善
や自然との共生への対応、④広域的なレクリエーション活動や個性と活力のある都市、農村づくりへの対応である。
こ
の
四
つ
の
対
応
は
都
市
の
「
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
の
四
系
統
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
整
備
過
程
に
お
い
て
こ
の
「
社
会
的
機
能
」
を
い
か
に
反
映
し
て
い
く
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
制
度
の
方
向
性
と
し
て
、
「
都
市
緑
地
保
全法」・「都市公園法」・「自然公園法」などの緑を対象にした各種法制度の機能的統合が考えられる。そのうえで、縦
割
り
行
政
に
よ
っ
て
組
織
的
に
分
割
さ
れ
て
い
る
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
整
備
を
一
本
化
し
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
だ
け
を
定
（船）
め
て
、
自
治
体
の
「
緑
の
基
本
計
画
」
に
委
ね
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
都市公園政策の歴史的変遷過程における「機能の社会化」と政策形成（四）（申）
一一
′、
五
Hosei University Repository
出
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
一
号
一一ハーハ
ニ
地
方
分
権
改
革
と
都
市
公
園
地方分権推進委員会の中間報告において指摘されたように、全国画一の統一性と公平性の重視は、地域的な諸条件
（鯛）
の多様性の軽視および地域ごとの個性ある生活文化を衰微させる原因ともなっている。
ところが、この地方分権論議において、都市公園はどのように取り上げられていたのか。また、どのような問題点
が指摘され、議論されていたのか。平成一二（二○○○）年四月一日から施行された「地方分権の推進を図るため
の関係法律の整備等に関する法律」（一九九九年七月六日制定、法律第八七号、以下地方分権推進一括法）において、
めざすべき目標として示されたのは「分権社会の創造」であった。そして、この分権型社会の姿を示すキーワードは、
「地方分権」と「協働型社会」である。ここでの「地方分権」の意味は、「地域住民による自己決定・自己責任」であ
（わ）
り、協働型の社〈言をつくりだすための制度的必然であった。
それは、戦後五○年を通じて維持されてきた中央集権型行政システムにおける制度疲労が、行政環境の変化に対す
る環境への不適応性を助長しているからである。そのため、都市インフラとしての都市公園の社会的必要性は以前よ
り高まっているにもかかわらず、その政策的応答性は中央集権的行政慣行によって制約されているのが現実である。
とくに、「機関委任事務」・「通達行政」・「必置規制」・「補助金行政」による中央行政の関与は、都市公園行政におい
て、地域的状況や地域の文化性が反映されないステレオタイプの画一的都市公園を造り出す一方、国のかかわる都市
公園などが各種補助金措置によって拡大されていく仕組み、すなわち「公園機能の社会化」にそぐわない状況を生み
すでに見てきたとおり、都市公園政策はその社会的認識に比べ、都市基盤整備においての優先順位はそれほど高く
Hosei University Repository
三
分
権
論
の
中
の
都
市
公
園
問
題
今回の分権改革の流れは、昭和三○年代前半にほぼ定着した「国と地方関係」、すなわち、地方自治制度をその理
念
上
に
お
い
て
転
換
さ
せ
た
画
期
的
な
改
革
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
昭
和
二
四
二
九
四
九
）
年
の
「
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
」
（神戸委員会）以降、地方分権に関する議論はさまざまに展開されてきた。
都市公園政策の歴史的変遷過程における「機能の社会化」と政策形成（四）（申）
一六七
他方、この設置者と利用者の乖離とそれによって生じる管理活動の空洞化は、都市公園に対する浅い認識と軽視風
潮
と
い
う
歴
史
的
条
件
と
あ
い
ま
っ
て
、
利
用
と
い
う
都
市
公
園
の
本
来
的
機
能
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
、
都
市公園づくりにおける後見性と非合理的な仕組みは、都市公園の社会的機能を著しく低下させている。
なかった。その主な理由は、都市公園の政策特性、すなわち設置の後見性と利用する側の文化的・地域的情緒が反映
さ
れ
な
い
制
度
的
仕
組
み
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
初
期
の
大
政
官
布
達
公
園
、
大
正
期
の
都
市
計
画
法
制
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
五二か所の小公園、昭和前期の車泉緑地計画と防空大・小緑地など戦前の公園づくりにおいて共通するのは設置者の
視点を優先していたことである。また、整備水準の国際比較によって決まる整備目標が、質的な快適さよりはむしろ
画一的な都市公園の蟄的拡大を進めてきた。
このような観念と基準によって一度つくられた都市公園は、「永続性」・「空地性」という昭和初期の東京緑地計画
から始まる公園緑地の規範性により堅く縛られることになる。言い換えれば、利用状況や公園機能、管理活動の変化
な
ど
を
含
む
社
会
的
な
変
化
に
対
応
で
き
な
い
ま
ま
、
施
設
と
し
て
の
都
市
公
園
が
存
続
す
る
と
い
う
非
合
理
的
な
実
態
が
生
じ
て
い
る
上）いえる。
Hosei University Repository
また、基本方針として、①国と地方公共団体との役割分担のあり方、②国から地方公共団体への権限移譲等の推進、
③
地
方
公
共
団
体
の
財
政
基
盤
の
整
備
、
④
自
立
的
な
地
方
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立
が
示
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
「
機
関
委
任
事
務
制
度
の
全
面
的
廃
止
」
と
い
う
画
期
的
な
成
果
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
今
回
の
分
権
論
議
は
、
各
勧
告
を
め
ぐ
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
、
なかでも公共事業の改革をテーマとした「第五次勧告」に対する悲観的な批判にもかかわらず、「戦後一貫して拡大
してきた国の直轄事業・直轄公物に歯止めをかけ、縮減の方向を政府にとらせたことは、戦後の政治行政構造に対す
（ね）
る厳しい一撃であり、〈正の記念碑〉としての側面を有する」ものであり、新たな分権型社会を創るための土（ロづく
りとしての意義をもつものであった。
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
一
号
一六八
今回の分権改革において重要な役割を担ってきた地一々分権推進委員会委員の西尾勝氏の説明にしたがえば、それは
「
実
現
性
の
高
い
異
例
の
成
果
」
と
「
権
威
と
公
開
性
を
犠
牲
に
し
て
意
見
調
整
と
合
意
形
成
に
努
力
」
に
集
約
さ
れ
る
「
地
方
分
権
推
（Ⅶ） 
進委員会」の改革推進手法によるものであった。その過程として第一次かつり第五次までの勧告がなされ、「地方分権
推進一括法」が平成一二（二○○○）年四月一日付で施行され、新たな時代の幕開けとなった。
地方分権に関する議論が実効性を持ち始めるきっかけとなったのは、平成六（一九九四）年一二月の「地方分権の
推進に関する大綱方針」二九九四、閣議決定）であった。そこには、地方分権の推進に関する基本理念として、「国
と地方公共団体とは国民福祉の増進という共通の［目標に向かって相互に協力する関係にあることを踏まえつつ、地方
公
共
団
体
の
自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
が
担
う
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、
住
民
に
身
近
な
行
政
は
身
近
な
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
地
方
分
権
を
推
進
うべき役割を明確にし、」
する」ことが述べられた。
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地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
中
に
設
け
ら
れ
た
「
地
域
づ
く
り
部
会
」
の
中
間
報
告
（
平
成
八
年
三
月
一
五
日
公
表
）
の
中
に
お
い
て
は
、
都市公園の現状に対して、「都市公園法は、公園内に設圃することができる公園施設の種類、公園内の建ぺい率制限
等
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
施
設
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
詳
細
に
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公
園
内
の
建
ぺ
い
率
に
つ
い
て
は、都市公園が都市環境の改善、防災拠点の形成などのためのオープンスペースであることから、都市公園法で原則
二％に制限されている（例外的に、最大二二％まで緩和）」と、その状況を説明している。
こ
の
よ
う
な
現
状
認
識
を
踏
ま
え
提
案
さ
れ
た
都
市
公
園
関
係
の
改
革
方
向
は
、
次
の
二
点
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
地
域
の
自
主
性を生かした特色ある公園整備ができるよう、公園施設の種類、施設基準などについての詳細な法令の規定を改正し、
基本的な枠組みや概括的な基準を定めるに止める、②都市公園にかかわる建ぺい率のあり方を見直す、がそれである。
また、この改革方向について検討の際には、「大都市においては都市公園本来の設置目的を損なわないように留意す
るとともに、他の制度、事業により整備される公園（たとえば、臨港地区内の公園や農振地域内の公園など）との関
係
を
整
理
す
べ
き
」
と
の
点
も
指
摘
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
改
革
方
向
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
平
成
八
（ね）
（一九九六）年に地方六団体が「地方分権推進委員会」に提出した要望・指摘事項であった。
こ
の
地
方
団
体
に
よ
る
要
望
・
指
摘
事
項
で
は
、
都
市
公
園
に
か
か
わ
る
主
な
問
題
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
公
園
施
設
の
種
類
お
よ
び公園施設の設置基準に関する都市公園法上の規定について「これらの種目・基準は、それぞれの地域住民の意向を
踏まえて自主的に決められるべきである」との意見が出された。具体的に「公園施設については建ぺい率が原則二％
以下とされていることから、たとえば、二○○㎡に満たない都市公園の場合は、トイレさえ設置できないケースも生
じる」という指摘であった。第二に、都市公園法に規定されている公園地用途変更に代わるべき都市公園の確保に関
都
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能
の
社
会
化
」
と
政
策
形
成
西
）
（
申
）
一六九
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し
て
、
地
域
の
土
地
利
用
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
た
め
地
域
の
決
定
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
「
都
市
公
園
を
つ
く
る
か
つ
（刑）
くらないかは住民が決める問題」との指摘であった。これを踏まえ、地方分権推進委員〈室において議論された論点は、
①公園施設について細かく規定しすぎである、②建ぺい率規制は地域が自主的定めるべきである、③公園の用途変更、
廃止に伴う代替措置は地方の自主性に委ねるべきであるとの三点であった。
他方、すでに指摘したとおり、これまでの都市公園行政が後見的仕組みによって運用されてきたことにより、都市
公
園
な
ど
の
公
園
事
業
は
制
度
上
に
お
い
て
多
く
の
点
が
制
約
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
地
域
の
自
主
的
な
都
市
公
園
づ
く
りを妨げてきたのは、「細分化・マーーュァル化された施策運用、硬直化・標準化されたステレオタイプの都市公園づ
（市）
く
り
、
市
民
的
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
な
い
仕
組
み
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
全
体
の
予
算
配
分
に
お
い
て
政
策
的
優
先
順位の低い都市公園に対しては予算配分が少なく、予算獲得のためにイメージしやすい細かい機能的分類が好まれ、
単年底定おける施策の重点が変化しやすく、テーマ別に細分化されていく傾向によって、比較的コストのかからない
標単的なステレオタイプの都市公園が画一的に造られることになる。大量のストックを短期間に整備しようとした麹
的
拡
大
政
策
の
目
標
に
対
す
る
予
算
配
分
額
の
不
足
や
消
極
的
な
管
理
慣
行
と
い
う
、
理
想
と
現
実
の
ズ
レ
に
よ
っ
て
、
標
準
化
さ
れ
た
「施設物」としての都市公園だけを拡大生産してきたのが他ならぬ、戦後の「都市公園政策」であった。
（１）「東京都立公園条例」二九五六年制定、条例第一○七号）。この条例の第二条規定によれば、都立公園とは、「都市公園および都市
公
園
以
外
の
公
園
」
に
よ
っ
て
柵
成
さ
れ
て
い
る
。
（２）平成一四（二○○一一）年現在の全国の都市公園の数は、一○一、七四七か所であり、面楓は一、一一三Ｍである。総務省「地方公
共団体における公共施設の整備状況」二○○四より。
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（
３
）
皇
室
花
苑
の
開
放
に
関
し
て
は
、
『
公
園
緑
地
』
一
一
二
）
「
国
営
公
園
特
集
号
」
、
一
九
四
九
が
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
（
４
）
佐
藤
昌
『
日
本
公
園
緑
地
発
達
史
（
上
Ｅ
都
市
計
画
研
究
所
、
一
九
七
七
、
四
四
○
頁
。
以
下
、
佐
藤
、
一
九
七
七
ａ
、
で
表
記
。
（
５
）
日
本
公
園
百
年
史
刊
行
会
編
『
日
本
公
園
百
年
史
（
総
論
）
』
一
九
七
八
、
二
八
○
頁
。
以
下
、
日
本
公
園
百
年
史
編
、
一
九
七
八
、
で
表
記
。
（６）新宿御苑ホームベージより。
（
７
）
国
営
公
園
の
設
鼠
や
運
営
管
理
は
主
に
公
園
緑
地
管
理
財
団
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
国
営
公
園
に
関
す
る
詳
細
は
同
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（胃〔ローーミミ三・℃己ｂａｂ－の。芹の「｛百コ『一一百口『》・亘己］）から見られる。
（８）この条項では、公園における維持清掃・取り締まり、公園地の一部使用、公園臨時売店の使用、一般公園地の常時使用料の徴収事
務
な
ど
を
各
区
長
に
委
任
し
た
が
、
公
園
の
改
良
や
そ
の
計
画
に
関
し
て
は
一
括
し
て
東
京
都
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
（９）東京都『東京の公園一二○」一九九五、三五頁。
両
）
東
京
都
『
東
京
の
公
園
九
○
」
一
九
六
九
参
照
。
（、）東京都においては、昭和四一一二九七七）年に「東京都における自然の保護と回復の計画」が策定された。この計画は、「東京都
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
」
二
九
七
二
年
制
定
）
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
計
画
で
あ
り
、
「
東
京
都
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
の
基
本方針、一九七四」の改訂版であった。東京都『東京における自然の保護と回復の計画』一九七七、三～四頁。
（
吃
）
東
京
都
『
東
京
の
公
園
一
一
○
』
一
九
八
五
、
三
一
九
～
三
二
二
頁
。
（旧）東京都、前掲番、一九九五、四四二頁。
（
ｕ
）
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
八
五
、
三
二
一
頁
。
〈旧）’九四九年三月にＧＨＱによる「収支均衡予算」（ドッジ・ライン）が実施されたため、戦後の不況が深刻に進み、同年九月「緊
急
失
業
対
策
法
」
が
公
布
さ
れ
る
。
同
法
に
基
づ
き
東
京
都
に
お
い
て
は
国
庫
補
助
に
よ
る
簡
易
失
業
対
策
事
業
と
し
て
、
整
地
等
公
共
空
地
整
備
の
一
部
を
実施した（東京都、前掲書、’九九五、四五頁）。その法的根拠は、「中高年齢者等の雇用の促進に関する特別措邇法」二九七一年制
定
）
附
則
第
二
条
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（肥）東京都「公園調街』一九九九、「東京都都市公園等区市町村別面積・人口割比率表」参照。
行
）
す
で
に
見
て
き
た
と
お
り
、
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
ま
で
に
開
園
し
た
公
園
は
清
澄
庭
園
・
六
義
圃
・
向
島
百
花
園
な
ど
の
寄
付
公
園
が
多
く
見
ら
れ
る
。
それは、大正一一一（一九二三）年に起きた関東大震災による大勢の避難者を多くの公私の庭園が救ったのがきっかけとなり、大震災後
か
ら
終
戦
直
前
ま
で
の
間
に
、
公
園
用
地
の
恩
賜
や
寄
付
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
恩
賜
・
寄
付
公
園
は
お
上
や
貴
族
に
よ
る
も
の
で
、
主
に
そ
の
所
有
地
都市公園政策の歴史的変遷過程における「機能の社会化」と政策形成（四）（申）
一七一
Hosei University Repository
昂
）
東
京
都
、
前
掲
轡
、
一
九
七
五
参
照
。
（”）海上公園の管理には、昭和五八（一九八三）年の「中間報告」において「民間活力」の導入が早急に検討すべき課題とされ、翌年、
港湾局において「今後の海上公園の管理迎営方針について」が決定発表された。この方針においては、上記の管理方針以外に、スポー
（
翌
こ
の
「
夏
泉
都
海
上
公
園
条
例
」
の
目
的
は
、
「
海
上
公
園
の
設
置
お
よ
び
運
営
管
理
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
、
海
上
公
園
の
整
備
の
促
進
お
よ
び
利
用
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
都
民
の
福
祉
の
増
進
と
緑
豊
か
な
都
市
づ
く
り
に
寄
与
す
る
」
（
東
京
都、一九七五、第一条）とされ、すでに確立されている都市公園の体系とは異なる、「地方自治法」の規定（第二四四条公の施設条項）
に基づき制定された独自条例であった（東京都港湾局『東京湾史印通史（第一巻こ一九九四、一○九九頁）。
兎
）
東
京
都
「
海
上
公
園
計
画
」
一
九
七
○
、
轡
き
出
し
。
（
狐
）
東
京
都
港
湾
局
、
前
掲
密
、
一
九
九
四
、
一
二
八
頁
。
弱
）
「
海
上
公
園
審
識
会
」
は
、
海
上
公
園
条
例
に
基
づ
い
て
設
歴
さ
れ
る
知
事
の
付
属
機
関
で
あ
り
、
海
上
公
園
の
計
画
・
区
域
の
決
定
・
変
更
・
廃
止
な
ら
び
に
海
上
公
園
の
設
囲
・
管
理
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
調
査
・
審
繊
・
答
申
し
、
該
当
事
項
に
関
し
て
は
建
鍛
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
委
員
は
三
○
名
以
内
と
し
、
学
識
経
験
者
、
海
上
公
園
利
用
者
、
港
湾
区
域
に
隣
接
す
る
特
別
区
長
、
東
京
都
議
会
議
員
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
か
ら
樹
成
さ
⑮
）
東
京
都
『
こ
ど
も
の
遊
び
場
に
関
す
る
調
査
報
告
宙
』
一
九
六
七
参
照
。
（卯）この「シピル・ミニマム」に関しては松下圭一氏に負うところが多く、以下の文献を主に参照した。松下圭一『シピル’ミニマム
の思想』夏戚大学出版会、一九七一、同『昭和後期の争点と政治』木翻社、一九八八、同『市民自治の憲法理輪」岩波新密、一九七五、
地
方
自
治
セ
ン
タ
ー
『
資
料
・
革
新
自
治
体
」
日
本
評
論
社
、
一
九
九
○
な
ど
。
（皿）このシピル・ミーーマムの思想の提起の意義と自治体の理論柵成に関わる問題関心として「①市民による政策公単の提起、②自治体
の
政
策
基
寧
の
定
立
、
③
懸
法
理
論
を
は
じ
め
法
学
の
再
編
」
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
た
（
璽
尿
自
治
問
題
研
究
所
「
月
刊
東
京
」
編
集
部
編
、
一
九
九
四
、
四
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
一
号
一七二
の一部を開放し公開したことから、これらの公園は市中心部に位腿しているものが多い。そのため、戦前のストックを生かすことがで
きる区部において整備が中心であったと考えられる。
耐）この点については、都市防災美化協会編『夏鼠都における戦後五○年の公園緑地の変遷に関する調査』一九九七が詳細に記述して
六
頁
～〆
。
れている。
いるので参照されたい。
ご奉墾夙都『こどもの》
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（翌「緑を保全する五つの制度」には、借地公園、環境緑地（憩いの森。みんなの木）、保存樹林、保存樹木、保存生垣が含まれている。
都市公園政策の歴史的変遷過程における「機能の社会化」と政策形成（四）（申）
一七三
（狐）木曾二三三頁参照。
認
）
武
蔵
野
市
『
む
さ
し
の
リ
メ
イ
ク
緑
の
基
本
計
画
」
’
九
九
七
参
照
。
（
鋤
）
多
摩
地
域
に
お
い
て
東
京
都
が
公
園
事
業
を
本
格
的
に
開
始
し
た
の
は
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
二
年
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
丘
陵
部
の
開
発
か
ら
緑
を
保
全
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
基
地
跡
地
利
用
計
画
の
一
環
と
し
て
昭
和
五
○
二
九
七
五
）
年
に
「
武
蔵
野
中
央
公
園
」
、
昭
和
五
八
二
九
八
三
）
年
に
東
大
和
基
地
跡
地
の
「
東
大
和
南
公
園
」
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
府
中
基
地
跡
地
の
「
府
中
の
森
公
園
」
、
調
布
関
東
村
基
地
跡
地
に
「
武
蔵
野
の
森
公
園
」
が
そ
れ
ぞ
れ
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
部
に
お
け
る
官
庁
の
移
転
跡
地
四
か
所
、
面
積
九
．
四
順
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
園
と
し
て
開
園
さ
れ
た
。
（
型
こ
の
市
部
に
お
け
る
都
市
公
園
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
に
よ
る
調
査
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
で
は
、
自然型公園研究会が開かれ多摩地区における都市公園のあり方に関する調査研究が行われた。ここに参加している委員は、主に自治体
の現場において都市公園づくりに撹わっている公務員が主体となっており、いわゆる「エコパーク」づくりがその中心テーマである。
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
編
『
多
摩
エ
コ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
け
や
き
出
版
、
一
九
九
六
お
よ
び
『
多
摩
エ
コ
パ
ー
ク
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
自
然
型
公
園
に
関
す
る
調
査
報
告
衝
』
’
九
九
七
、
『
エ
コ
パ
ー
ク
、
自
然
を
活
か
し
た
公
園
づ
く
り
の
あ
り
方
』
一
九
九
六
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
翌
「
緑
被
率
」
と
は
、
空
か
ら
見
た
緑
被
地
（
緑
に
被
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
）
の
占
め
て
い
る
面
積
の
割
合
で
あ
り
、
「
緑
視
率
」
（
あ
る
地
点
に
お
い
て
人
間の視野点に占める緑の見かけの量的割合）とともに緑地の量を表わすものである。その推移については、東京都造園緑化業協会編、
（羽）市町村が完全な基礎的自治体として制度的地位を獲得した昭和二二（一九四七）年の地方自治法の制定当時は、都道府県と市町村
の
制
度
的
区
分
は
な
く
、
そ
の
役
割
分
担
は
制
度
的
に
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
二
七
二
九
五
二
）
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
都
道
府
県
と
市
町
村
間
の
役
割
が
区
分
さ
れ
都
道
府
県
の
事
務
に
関
し
て
二
股
の
市
町
村
が
処
理
す
る
事
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
規
模
の
も
の
を
処
理
す
る
も
の
」
と
さ
れ
、
以
後
都
が
市
町
村
の
公
園
事
業
に
協
力
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
東
京
都
造
園
緑
化
業
協
会
編
、
前
掲
聾
、
一
九
九
七
、
五
九
～
六
七
シ・レクリエーション施設の管理、専門的管理方式の確立などが盛り込まれていた。
（
翌
東
京
都
海
上
公
園
審
議
会
は
二
○
○
一
年
に
「
今
後
の
海
上
公
園
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
中
間
の
ま
と
め
を
発
表
し
た
。
民
間
資
金
の
投
入
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
に
よ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
規
制
緩
和
な
ど
を
通
じ
て
、
そ
の
活
性
化
・
自
然
保
護
・
都
民
協
働
の
た
め
の
管
理
手
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
頁
、－プ
◎ 
る
｡ 
一九九七を参照されたい。
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（
翌
こ
の
と
き
移
譲
さ
れ
た
事
務
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
①
福
祉
事
務
所
の
設
樋
・
管
理
、
生
活
保
護
・
児
童
福
祉
な
ど
の
社
会
福
祉
関
係
事
務
、
②
保
健
所
・
優
生
保
護
相
談
所
の
建
物
の
維
持
修
繕
な
ど
の
保
健
衛
生
事
務
、
③
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
、
都
地
区
画
整
理
組
合
な
ど
の
指
導
助
成
、
④
建
築
物
の
確
認
等
建
築
主
務
の
事
務
（
特
殊
な
栂
造
・
方
法
を
用
い
る
建
築
物
、
特
定
街
区
内
の
建
築
物
等
を
除
く
）
、
⑤
都
市
公
園
の
設
腫
・
管
理
（
都
市
計
画
上
重
要
な
公
園
、
文
化
財
指
定
の
庭
園
等
を
除
く
）
、
⑥
道
路
の
設
置
・
管
理
（
複
数
の
区
を
通
る
道
路
、
主
要
地
方
道
に
指
定
さ
れ
て
い
る
道
路
等
を
除く）。鬼泉都政調査会『特別区の行政と政治皿区政白瞥』’九七○、三四～三九頁。
面
）
東
京
都
『
東
京
都
政
五
十
年
史
』
一
九
九
四
、
六
四
三
頁
以
下
「
事
業
史
’
第
二
章
二
節
」
参
照
。
（“）兎泉都事務事業移譲対策本部『地方自治法等の一部を改正する法律の施行に従う特別区事務事業移譲措遜要綱』一九六四年二月、
（妬）三鷹市都市整備部緑と公園課『緑と水のルート整備計画』一九九九、四～一一頁。
（
ｗ
）
三
鷹
市
に
お
け
る
公
園
整
繍
に
関
す
る
特
徴
の
一
つ
は
、
公
園
整
備
が
市
全
体
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
進
行
に
市
民
参
加
の
徹
底
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
市
全
体
の
緑
に
関
す
る
総
合
政
策
と
し
て
の
「
緑
と
水
の
ル
ー
ト
整
備
計
画
」
で
は
、
三
か
所
の
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
を
拠
点
と
し
、
五
か
所
の
市
民
広
場
、
一
○
か
所
の
出
会
い
の
ス
ポ
ッ
ト
を
回
遊
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
整
備
以
外
に
、
河
川
沿
い
の
緑
や
水を一体とした「公園都市」づくりがめざされた（清原慶子箸・三鷹市編集『三鷹が創る自治体新時代卯二一世紀をひらく政策のかた
ち』ぎようせい、二○○○、一七二～一七六頁）。
（
鍋
）
こ
こ
で
は
区
立
公
園
の
成
立
過
程
を
中
心
に
都
市
公
園
の
機
能
変
化
を
分
析
す
る
た
め
個
別
的
な
区
立
公
園
の
現
状
に
は
入
ら
な
い
が
、
二
三
区
に
お
け
る都市公園の整備については、東京造園緑化業協会「東京都緑白癬』第一七号（東京特別区の公園緑地事業）、’九九九および東京都、
前掲轡、一九九五が詳しい。また、移譲・移管・委管などの用語は移譲に統一し記述した。
（羽）丸山選一「都立公園の特別区への移管の足跡（上）」『都市公園』一三八（九）、一九九七、三○頁。
（佃）丸山、前掲論文、一九九七、三二頁。
、
）
重
夙
府
は
防
空
大
緑
地
事
業
と
最
園
地
事
業
を
、
東
京
市
は
新
市
域
の
区
画
整
理
に
よ
る
公
園
整
備
と
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
な
ど
の
新
設
を
担
当
し
て
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
一
号
一七四
この制度が策定された背景には、民有地における緑の保存を重視する考え方がある。すなわち、自然体の緑のうち、公園等の公共施設
は全体緑被面檀の約四分の一（二六，六％）しかなく、ほとんどは民有地である。なかでも、低層住宅地が全体の四割（三九．一％）
であり、この民有地の緑化が市全体の緑を保全するポイントであった。武蔵野市『きになるしくみ、緑の保護育成と緑化推進のため
い
た
｡ 
で
あ
り
、
こ
の
民
有
に』一九九八参照。
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「事務引継要綱」参照。
（鯛）昭和二一一（一九四七）年四月一日付条例第一四号および同年四月一日付規則第一二号、同年五月二○日付建総発第七六一号および
同年五月二三日付建公緑第一一五号次長通達参照。
耐
）
東
京
都
、
公
園
調
轡
二
○
○
○
よ
り
。
府
）
新
宿
区
「
新
宿
区
公
園
再
整
備
計
画
」
一
九
九
四
年
お
よ
び
新
宿
区
「
住
む
人
が
誇
り
を
も
て
る
公
園
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
新
宿
区
公
園
再
整
備
基
本
方針』案内パンフレット、一九九四年より。
（
蛆
）
新
宿
区
の
公
園
の
利
用
実
態
調
査
や
移
譲
公
園
の
整
備
な
ど
に
関
し
て
は
、
以
下
の
文
献
が
詳
し
い
。
八
住
美
季
子
「
新
宿
区
に
お
け
る
公
園
利
用
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
」
『
都
市
公
園
』
第
一
三
九
号
、
一
九
九
七
、
四
九
～
六
二
頁
。
天
井
誠
「
新
宿
区
に
お
け
る
移
譲
公
園
の
そ
の
後
」
一．都市公園」第一四○号、’九九八、五○～六一頁。
⑮
）
新
宿
区
、
前
掲
轡
、
一
九
九
四
参
照
。
師
）
新
宿
区
「
新
宿
区
予
算
執
行
の
実
績
報
告
」
一
九
九
八
、
公
園
管
理
費
項
目
参
照
。
（皿）新宿区、前掲香、一九九四、三二頁。
命
）
中
野
区
「
中
野
区
公
園
整
備
基
本
計
画
池
個
性
あ
る
公
園
を
め
ざ
し
て
』
一
九
八
八
、
五
頁
。
（
理
保
存
に
関
す
る
基
本
方
針
と
し
て
は
、
①
現
在
の
公
園
の
特
性
や
財
産
を
生
か
し
、
文
化
的
施
設
や
環
境
を
保
存
す
る
、
②
創
設
当
時
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
持
っ
て
い
た
良
好
な
環
境
や
、
哲
学
堂
の
成
立
に
由
来
す
る
環
境
を
復
活
さ
せ
る
、
③
住
宅
地
化
し
た
公
園
周
辺
の
環
境
や
都
市
景
観
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
に
対
応
し
、
外
か
ら
見
た
公
園
の
景
観
を
改
善
す
る
、
④
隣
接
す
る
妙
正
寺
川
公
園
お
よ
び
オ
リ
エ
ン
タ
ル
第
二
期
計
画
区
画
と
の
連
続
性
を
確
保
す
る
、
⑤
公
園
の
成
立
思
想
と
時
代
性
を
統
一
す
る
た
め
、
公
園
全
体
が
大
正
期
を
ベ
ー
ス
と
し
た
統
一
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
老
巧
施
設
や
公
園
管
理
施
設
の
整
備
、
改
善
を
行
う
、
⑥
管
理
形
態
は
、
公
園
内
文
化
財
を
保
護
す
る
意
味
で
、
夜
間
閉
鎖
を
持
続
す
る
、
な
ど
の
事
項
が
決
定
さ
れ
て
い
る
（
中
野
区、前掲書、一九八八、三七頁）。
（“）鈴木敏・沢田噸委智郎編『公園のはなし』技報堂出版、一九九三。特に、高野「地域の公園づくり」参照。
（
弱
）
「
公
園
コ
ン
ペ
」
と
呼
ば
れ
る
公
園
設
計
案
の
公
募
形
式
は
、
二
三
区
で
は
は
じ
め
て
世
田
谷
区
で
行
わ
れ
た
。
同
区
に
お
い
て
は
区
内
に
建
設
を
予
定
している都市公園の設計案を一般から公募した。公募に際してのテーマは－１お役所仕事とは一味違うユニークなアイデアで、区民が身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
公
園
」
で
あ
っ
た
。
三
部
門
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
コ
ン
ペ
に
は
、
全
部
で
四
四
三
点
が
寄
せ
ら
れ
た
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
○
年一二月二○日付朝刊および同一九九一年八月一四日付朝刊〉。また、武蔵野市における公園緑地などの緑化に関する市民参加の流れ
都市公園政策の歴史的変遷過程における「機能の社会化」と政策形成（四）（申）
一七五
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記）市民参加による公園づくりの現状と紹介は、武蔵野市「特集よみがえれ！武蔵野森、緑豊かなまちへ、市民と市の取り組み」
『クラブむさしの』二九九九、九月号）を参照されたい。
（ｗ）矢田部正丈「ワークシ日ツプと公園叶画づくり“世田谷プレーパーク駆業」『都市叶画』四六二）、一九九七、五一～五四頁。
（辺世田谷区役所「プレーパーク案内」パンフレット、一九八四参照。
（鍋）大田区土木部公園課「大田区くさつばら公園」『公園緑地』五三（一一）、’九九二参照。
（帥）大石武郎・大野暢久「多癬ニュータウソとちのき公園の第二段階整備について」『公園緑地』五三（五）、’九九三参照。
訂）平成八年末の行政改革委風会において、行政関与のあり方を見直す三つの原則、すなわち、①「民間でできるものは、民間に委ね
る」、②「国民本位の効率的な行政」、③国民に対する「説明寅任（アカウンタピリティ亘が提唱された。社会資本整鮒においても、
この行政改革委員会の意見を踏まえ、官民の役割分担についての見直しを行っていく必要がある、とされた。
③）その検討の目的は、「一般廃棄物処分場跡地を含む敬地に、運動施設など都市公園を設けたリサイクル公園を例にとって施設建設
費ｄ廃棄物受入量・廃棄物の三つを変化させ、さらに管理費・資金調達６返済を考慰して日本版ＰＦＩによるリサイクル公園事業が成
立する条件を検討する」とされ、その実用化に向けての前提条件を探っていた（コーエイ総合研究所『Ｑ＆ＡＰＦＩのすべて』東洋経
済新報社、一九九九、七○～七四頁）。
扇）経済企画庁「ＰＦＩ推進研究会中間報告」一九九九参照。このＰＦＩに関する資料としては以下のような資料が参考になる。日本
版ＰＦＩ研究会『日本版ＰＦＩのガイドライこ（大成出版会、一九九八）、井熊均『ＰＦＩ、公共投資の新手法』（Ｂ＆Ｔプックス、
日刊工業新聞社、一九九八）、井熊均編箸『自治体のためのＰＦＩ実務、プロジェクト櫛築の現場から』（ぎようせい、’九九九）、東
京都総務局行政改革推進室編『東京都におけるＰＦＩ基本方針』二○○○など。
（壁コーェイ総合研究所、前掲轡、一九九九、六八～七四頁。
版）一九九九参照。
記
）
市
民
参
加
に
よ
－
法
学
志
林
第
一
○
二
巻
第
一
号
一七六
として参考になるのは、武蔵野市における市民委員会の活動であり詞なかでも昭和四○年代後半からの「緑化市民委員会」の活動が、
その中心であった。現在は丙その名称を「武蔵野市緑化・環境市民委員会」に変え、緑とまちづくりや市民参加に対する提言などを行
っている。武蔵野市緑化・環境市民委員会『未来に残そういのちを育む豊かな緑、武蔵野市第二期緑化・環境市民委員会⑰提言』一
九九一、各種公園の計画については、武蔵野市『武蔵野市第三期基本樹想・長期計画』一九九三参照。武蔵野市における緑化計画につ
いては、武蔵野市『むさしのリメイク武蔵野市緑の基本計画』〈平成九年版）、一九九七参照・武蔵野市『市民の森公園』（平成二年
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両
）
地
方
分
梅
改
革
以
降
の
都
市
公
園
機
能
の
社
会
化
に
関
す
る
国
と
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
自
治
体
の
公
共
空
間
雛
術
と
パ
ー
ク
マ
ネ
ジメント」『自治総研・一（通巻三○九号）地方自治統合研究所、二○○四、七月号を参照されたい。
（的）地方分植推進委員会「中間報告》分極型社会の創造」一九九六参照。
（
、
）
武
藤
博
己
編
箸
『
分
権
社
会
と
協
働
』
ぎ
よ
う
せ
い
、
二
○
○
｜
、
は
し
が
き
・
（Ⅶ）地方分権推進に関する資料は近年多数が刊行されているが、ここでは地方分権推進委員会のメンバーであった西尾勝による記録と
著瞥を主に参考した。主なものは以下である。西尾勝『未完の分権改革、霞ヶ関官僚と格闘した一三○○日・’岩波書店、一九九九－同
『分権型社会を創る、その歴史と理念と制度』（シリーズ分椀型社会を削る第一巻）ぎようせい、二○○一など。
（泥）武藤博己「第二次地方分権推進計画を読む」一．地方目治職員研修』一一一二（七〉、’九九九、三三頁。
丙）日本都市計画学会地方分権研究小委員会編「都市計画の地方分梅、まちづくりの実践」学芸出版社、一九九九「ｖ都市肘⑪の地方
分梅への動き、記録と資料」参照。都市公園に関しては、「第一二回避本政策部会」（同三五六頁）の議論参照。
（⑭伊藤英昌「都市公園法をめぐる最近の現況」『公園緑地』五七（四）、一九九六、五頁。
（
理
船
引
敏
明
「
地
方
分
権
と
都
市
公
園
法
制
」
『
公
園
緑
地
』
五
七
（
四
）
、
一
九
九
六
、
一
九
頁
。
逓頁参照。
（閉）地方〈
（
閲
）
た
と
え
ば
、
平
成
一
五
（
二
○
○
三
）
年
に
内
閣
府
民
間
資
金
薪
活
用
耶
業
推
進
室
が
行
っ
た
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る
全
国
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
公
園
な
どの施設にＰＦＩ方式を導入したい、またはその可能性について検討したいと答えている自治体は全国で二％に過ぎなかった。詳細
については、内閣府ホームベージ（｜］【苔ミ毛三毛⑫．８．．侭。一己一勺ご】９９］口巨の②二．已息胃・日（）を参照されたい。
（
唖
青
木
宏
一
郎
『
ま
ち
が
い
だ
ら
け
の
公
園
づ
く
り
“
そ
れ
で
も
公
園
を
つ
く
る
理
由
』
都
市
文
化
社
、
一
九
九
八
参
照
。
（師）建設省「グリーンプラン二○○○」（一九九六）、「一・策定にあたって」の「（二）緑の政策大綱の目標と「グリーンプラン二○○
○」の意義、位腿づけ」より。「緑の政策大綱〈二一世紀緑の文化形成を目指して）」平成六（一九九四）および「グリーンプラン二○
○○」平成八二九九六）については、建設省『公園緑地マニュアル」（平成一○年版）に本公園緑地協会、一九九九、四四○～四五
郁
市
公
園
政
策
の
歴
史
的
変
遷
過
程
に
お
け
る
「
機
能の社会化」と政策形成（四）｛申〉
一七七
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